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 都市環境学部  教　授　　菊地　俊夫
 システムデザイン学部 准教授　　金崎　雅博









　 1 ．学内専門委員（規程第 8 条第 3 項）
　　総　括 都市教養学部　理工学系 教　授　可知　直毅 ※
　　庶　務 都市教養学部　理工学系 助　教　加藤　英寿（利用窓口）
 都市環境学部  助　教　山﨑　公子（小笠原クラブ）
 都市環境学部  准教授　沼田　真也（教育プログラム）
　　会　計 都市教養学部　理工学系 教　授　可知　直毅 ※
　　編　集 都市教養学部　人文社会系 教　授　ロング　ダニエル
 都市教養学部　理工学系 助　教　加藤　英寿
 都市教養学部　理工学系 教　授　可知　直毅 ※
　 2 ．学外専門委員（規程第 8 条第 4 項）
 岡　　秀一（元首都大学東京都市環境学部／客員研究員）




 1．総　額 1,497,000 円
 2．支　出
 　1）旅　費 485,000 円
 　2）物品費　 小笠原研究年報 39 号（2015 年度）/ 
Ogasawara Research No 42（2015 年度）印刷費 700,000 円 
郵送費 45,000 円 
ホームページ管理費 150,000 円 
小笠原研究施設消耗品 5,000 円
  小計　　900,000 円
 　3）謝　金　（発送リスト管理・発送・HP 管理アルバイト） 112,000 円
 　　　　　　　　  計 1,497,000 円
　　　　決　算
 1．総　額 1,517,101 円
 2．支　出
 　1）旅　費　小笠原 2 回、八丈島 1 回、奄美大島 1 回 505,101 円
 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　小計　　505,101 円＊
 　2）物品費　 小笠原研究年報 39 号　印刷費（含メール便費） 325,620 円 
Ogasawara Research No 42　印刷費 339,120 円 
ホームページ管理費 180,360 円 
消耗品　（文具類等） 54,900 円
  小計　　900,000 円
 　3）謝　金　 送付リスト管理・年報発送・ＨＰ管理 111,600 円 
返　納 400 円
  小計　　112,000 円
 　　　　　　　　  計 1,517,101 円
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0 0 2 1 3 2 1 2 2 0 0 6 19 
(0)
延利用者数





0 3 4 5 8 9 9 16 1 0 0 13 68 
(0)
延利用者数







0 5 13 17 7 14 16 6 8 2 13 18 119 
(0) (4) (4) (6) (4) (9) (11) (4) (4) (1) (10) (16) (73)
延利用者数
0 50 103 210 34 86 118 39 37 22 109 84 892 






11 11 11 11 11 11 11 11 15 15 15 15 15 






11 19 30 34 29 36 37 35 26 17 28 52 221 
(0) (4) (4) (6) (4) (9) (11) (4) (4) (1) (10) (16) (88)
延利用者数
0 97 153 289 108 166 132 144 60 22 109 160 1977 




0 0 9 8 7 17 1 12 9 0 0 4 67 
延 走 行
距 離 数
0 0 83 66 202 500 31 180 167 0 0 135 1364 
当 月 最 終
走 行 距 離




16 17 37 39 29 31 23 50 24 20 17 33 193 
(0) (1) (9) (10) (7) (6) (0) (7) (3) (4) (3) (0) (63)
延利用者数
15 22 199 314 150 77 60 202 121 76 40 80 1855 
(0) (6) (55) (157) (81) (28) (0) (35) (18) (40) (30) (0) (949)
（注意）






























に刊行する。印刷部数は 500 である。原稿〆切は 1 月 20 日とする。「Ogasawara Research













　本文の 1 ページ目の 1 行目にタイトル（中央揃え）を書く。2 行目は空白とし、3 行目以











例：1/3、10%、15 m、40 km、63 g、3.5 t など、メートル法に準拠する。
― 102 ―
本文中での文献の引用の仕方
　上付きの 1）などは用いない。日本語文献は、著者が 2 名以下の場合は「伊藤（1993）、
内田・松田（1990）によると・・」、著者が 3 名以上の場合は「木村ら（1993）による
と・・」のように引用する。文末の（ ）内での引用は「・・が知られている（内田・松
田、1990; Wilson et al., 1992）。」や「・・である（上田ほか、1993）」のように引用する
（et al. はイタリック。（ ）内の複数文献は半角のセミコロンで区切る）。
　欧文文献は、Balford & Thomas（1992）、3 名以上は Burleu et al.（1982）のように引用















黒田　直 (1992) 土壌．小笠原自然環境研究会 (編)『フィールドガイド小笠原の自然―東
洋のガラパゴス』古今書院，46-51.
・欧文の論文
Aubry MP, Berggren WA & Kent DV (1988) Paleogene geochronology; an integrated 
approach. Paleoceanography 3: 707-742.
　雑誌のタイトルはイタリックにする。
・欧文の報告書
Olsen RR & Cameron JL (1993) Larval development of the pencil urchin. Proceedings of 6th 
International Echinoderm Conference, 807p.
　報告書のタイトルはイタリックにする。
・欧文の単行本





Hori R, Pang VPE & Jin LT (1991) On the pattern of gonadal development of the sea urchin. 
In: Biology of Echinodermata (Ed. by Yanagisawa et al.), 249-255.
　本のタイトルはイタリックにする。
表
　表は 1 つずつ別紙に書かなければならない。1 つの表は原則として 1 ページに印刷でき











　原稿〆切は原則として毎年 1 月 20 日とする。原稿の掲載可否は編集委員で決定する。E- 
mail の添付ファイルあるいは CD-R 等で編集委員会宛に送付する。なお添付ファイルの上
限は 10MB とする。本文は Windows 版 Microsoft Word で作成し、1 つのファイルにする
（一太郎等で作成した場合は Word 形式に変換する）。Macintosh 版の場合は、Windows で
読める形式に変換する。使用するフォントは、小見出しは MS ゴシック、それ以外は MS




























（http://www.esj .ne.jp/esj/）の日本生態学会誌投稿規定のページおよび Ecological 
Research のウェブサイト（http://www.springer.com/11284）に記載されている。
投稿と編集
　原稿〆切は原則として毎年 1 月 20 日。電子ファイルとプリントアウト 1 部を編集委員会
あてに送付する。原稿の掲載可否は編集委員会で決定する。電子ファイルの場合、本文は
Microsoft Word、表は Microsoft Excel、図・写真は EPS、TIFF、JPEG など形式とする











































第 四 条　小笠原施設を使用しようとするものは、別記様式第 1 号により小笠原研究委員
会委員長（以下「委員長」という。）に申請しなければならない。


























































































































ウェブサイト     http://www/tmu-ogasawara.jp/
印　刷：（株）相模プリント
　　　　〒252−0144 神奈川県相模原市緑区東橋本1−14−17
　　　　電話 042−772−1275
古紙配合率70％再生紙を使用しています
